
 

 

 

 

 

 

 

 

『小事』が『大事』 

小林 一夫 
いよいよ今週末 7/23（金）から始まる東京オリンピック・パラリンピックです

が、開催が決定されてからの７年間、これでもかと言わんばかりの障害・逆風の中、

とにかくよくぞ開催にたどり着いた感が正直します。良い意味でも悪い意味でも
コロナ感染症の世界的危機の中で、オリンピック・パラリンピックを開催できるの
は世界中で日本しかないとも考えます。楽しみと期待と不安が入り混じった感覚
がありますが、とにかく最後まで無事に閉会式を迎えられることを祈るばかりで
す。 
本校におきましても今学期、様々良し悪しはありましたが本日１学期終業式を

大過なく迎えることができました。本校に関わっていただいている全ての皆様に
心より感謝いたします。また、様々な制約がかかる中で子どもたちは本当によく踏
ん張ってくれました。明日から夏休みとなりますが、健康・無事故で過ごせること
を切に祈ります。 

さて、１・２９・３００という数字をご存知でしょうか。       

アメリカの安全技師ハインリッヒの説で、１回の重大事故に
対し、それまでに 29 回同じような軽い事故があり、さらに 300
もの怪我にならないような事故を経験しているというものです。
【ハインリッヒの法則】この 300 の軽い事故を軽視していると重
大事故につながっていくということになります。私たちも日常生活の中で道を歩
いていて、自動車や自転車に「ヒヤリ！」としたことは誰にでもあると思います。 

 
藤阪小学校で考えてみますと、今まで何回「ヒヤリ！」とする

ことがあったでしょうか。例えば、今年度４月から現在までで、
校内・登下校時・休み時間等で病院に行くような怪我・事故が合
計 11 件ありました。幸い大きな怪我を負った児童も早期回復に

向かい、今日に至っていますが、「もし～に当たっていたら」「も
し～に入っていたら」とか最悪の事態を考えれば考えるほど恐ろ

しくなります。枚方市内でも悲惨な交通事故が多数発生しています。こちらがいく
らルールを守って行動していても相手がぶつかってくることも
あります。小事のうちにその都度それぞれが注意し合って大事
に至らないよう、みんなで安全第一・絶対無事故の意識をしっか
りもって夏休みを過ごしていきたいものです。コロナ感染が終
息に向かい、8 月 25 日の２学期始業式には、みんな元気にたく
ましく成長した姿で集えることを楽しみにしています。 

  藤っ子  
枚方市立藤阪小学校 
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８月の主な行事予定 

※8/31（火）夏休み作品展（1～6H）児童のみ 

９月の主な行事予定 

 

25 水 ２学期始業式 1H  全 11:15下校   

26 木 給食開始 教職員研修 掃除なし（1・2 年 14:20  3～６年 15:10 下校）  

日 曜 学 校 行 事 等 

１ 水 委員会 6H                        諸費振替① 

２ 木 

 

 

 

３ 金 大阪 880 万人訓練 

４ 土 土曜参観 2H・3H（案内文 8/25 配布予定） 

５ 日 

 

 

 

６
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月 9/4 土曜参観 代休 

７ 火  

８

８

９

９

９ 

水  

９ 木  

10 金 諸費振替② 

11 土 PTA 運営委員会 10:30 

12 日  

13 月 前期クラブ⑤ 

14 火  

15 水 運動会係会① 

16 木  

17 金  

18 土  

19 日  

20 月 

 

 

21 火  

22 水 運動会係会② 

23 木  

24 金 全体練習① 

25 土  

26 日  

27 月 

 

 

28 火  

29 水 運動会係会③ 

30 木 全体練習②1H 

今後の主な行事予定 

・運 動 会  １０月 ２日（土）午前中開催予定 

・枚方市小学校陸上競技大会 １０月１７日（日） 

・枚方市小学校駅伝大会    １月２３日（日） 


